
日時…１２月５日（金）１３時～１６時３０分
（受付開始１１時３０分）会場…東総文化
会館 内容…木村まさ子さん （＝写

真、薬膳レストラン「い
な田」経営）による講演
「育みはぐくまれ―いた
だきます ごちそうさま
に 心をこめて―」、活
動事例発表、タウンミー

ティングほか 定員…８００人（先着順
・定員になり次第締め切り）申込方法
…住所、氏名、電話番号、職業を書い
てＦＡＸまたは電話で産業振興課農政
班!７３ー００８９、ＦＡＸ７２ー１１１７へ 参
加費…無料
問千葉県海匝農林振興センター企画調
整室!６２ー０１５６

募集団地…いいぐら団地（飯倉１３６５番
地／２ＤＫ・家賃７，４００円～）募集戸
数…４戸 募集期間…１１月４日～１７日
（土・日を除く）８時３０分～１７時 応募
書類配布場所…都市整備課（市役所３
階）、野栄総合支所地域整備室 応募書
類提出場所…都市整備課 ※入居資格
など詳しくはお問い合わせください。

問都市整備課管理班!７３ー００９１

ワード（文書作成ソフト）で表の作
成や簡単な地図作りなどを学びます。
対象…市内在住・在勤の人 日時…１２
月２日～１６日（火・木のみ）１８時３０分
～２０時、１月６日～２０日（火・木のみ）
１３時３０分～１５時 会場…野栄農村環境
改善センター 参加費…１００円（教材
費）定員…１５人 申し込み…１１月４日
～２１日に生涯学習室!６７ー１２６６へ（平
日８時３０分～１７時１５分）※定員になり
次第締め切り。申し込みが５人に達し
ない場合は中止。

新年を迎えるお正月飾りを、手作り
してみませんか？
◆しめ縄作り教室
日時…１２月１３日（土）１３時３０分～１５時
３０分 場所…公民館大会議室 定員…
２５人 材料代…５００円
◆門松作り教室
日時…１２月１４日（日）１３時３０分～１５時３０
分 場所…公民館大会議室 内容…縁
起門松（６０㎝くらい）玄関用の本格的な
門松作り 定員…１５人 材料代…３千円
◆申し込み…１１月１８日（火）までに公
民館!７２ー０７３５へ
※両教室ともに先着順です。

日時…１２月６日（土）１２時～１５時（受
付１１時３０分～）会場…八日市場公民館
内容…米粉を使用した料理（チヂミ、
おからココアケーキ、イチゴ大福）講
師…陣田靖子さん 募集人員…２０人
（申込者多数の場合は抽選）参加費…
７００円 申込方法…往復はがきに次の
事項を記入して申し込む。往信はがき
…裏面に郵便番号、住所、氏名（年
齢）、電話番号 返信はがき…あて先
欄に郵便番号、住所、氏名 ※裏面は
記入しない 締め切り…１１月１８日（火）
必着 参加の可否…はがきで連絡 申
し込み・問い合わせ…海匝農林振興セ
ンター企画調整室〒２８９ー２５０４ 旭市
ニ１９９７番地１ !６２ー０１５６ ＦＡＸ６４
ー２５０２

新年に手作りたこを揚げてみませんか。
日時…１２月６日（土）９時～１２時 参
加対象…小学生以上の親子など 場所
…八日市場ドーム（サブアリーナ）参
加費…１００円（材料費）持参品…シー
トなど床の上に敷くもの、はさみ、ボ
ンド、たこ糸、定規（３０㎝くらい）、筆
記用具定員…３０名 申し込み…生涯学
習室!６７ー１２６６

休館日…１１月４日（火）、６日（木）、２５日（火）、毎週月曜
日曜日の開館時間…９時～１７時
◆図書館からのお願い
図書館はたくさんの人が利用する公共の場です。

そして図書館の蔵書は市民の大切な財産です。皆さん
が気持ちよく利用できるようにマナーとエチケットを
守ってご利用ください。
本をぬらさないで…一度ぬれた本は、乾いても元には
戻りません。 書き込みしないで…アンダーラインや
書き込みはしないでください。 ページ折り…本が傷
みます。しおりなどをご利用ください。 ペットにご
注意…本をかじられないようにしてください。 無断
持ち出し…図書館の本を手続き無しに持ち出すのは犯
罪です。 返却期限を守って…次の人が待っています。
＊ホームページから資料の検索や行事案内等がご覧い
ただけます。アドレス http://www.library.sosa.chiba.jp

問八日市場図書館!７３ー３７４６（１７時まで）
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市
内
に
は
現
在
宗
教
法
人
と
し

て
登
録
さ
れ
た
寺
院
は
８０
を
超

え
、
そ
の
由
緒
か
ら
「
匝
瑳
の
古

寺
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
寺
に
は
、
建
物
や
仏

像
な
ど
の
由
緒
を
江
戸
時
代
に
ま

と
め
た
縁
起（
え
ん
ぎ
）が
あ
り
、

そ
れ
が
村
び
と
に
知
ら
れ
た
こ
と

で
伝
承
と
し
て
現
代
で
も
語
ら
れ

て
い
ま
す
。

野
手
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円
長
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え
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後
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現
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潟
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福
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布
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落
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築
き
、

近
隣
の
村
む
ら
か

ら
も
慕
っ
て
移
り

住
む
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長貴が埋葬されたと伝わる上人塚（野田地区今泉）

１１


